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一
九
八
三
年
の
第

一
回
設
立
総
会
か
ら
、
こ
　
　
　
　
一
一
一
世
紀
ま
で
あ
と
八
年
。
お
そ
ら
く
世
界

と
し
は
十
周
年
を
迎
え
、
第
十

一
回
目
の
総
会
　
　
　
で
初
め
て
高
齢
化
率
二
割
を
超
え
る
国
と
な
る

を
盛
会
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
　
　
　
一
一〇
〇
七
年
ま
で
あ
と
十
四
年
。
「徐
々
に
」
で

申
し
上
げ
ま
す
。
大
阪
を
は
じ
め
全
国
各
地
に
　
　
　
は
な
く

「急
激
に
」
、
高
齢
社
会
を
前
提
と
し
た

新
た
な
グ
ル
ー
プ
誕
生
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
中
　
　
　

ンヽ
ス
テ
ム
が
必
要
な
時
期
に
き
て
い
ま
す
。
政

で
の
活
気
あ
ふ
れ
る
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
府
の
ゴ
ー
ル
ド

・
プ
ラ
ン
で
果
た
し
て
そ
れ
は

こ
の
十
年
間
の
日
本
は
、
高
齢
化
と
い
う
切
　
　
　
間
に
合
う
の
で
し
ょ
う
か
。
福
祉

・
医
療
サ
ー

リ
ロ
で
み
る
と
、
ま
る
で
違

っ
た
色
に
な

っ
て
　
　
　
ビ
ス
の
制
度
に
加
え
て
、
年
金
や
税
制
、
雇
用

い
る
ほ
ど
変
化
の
激
し
い
時
期
で
し
た
。
も
の
　
　
　
の
あ
り
方
な
ど
、
社
会
全
体
の
新
し
い
枠
組
み

言
わ
ぬ
高
齢
者
と
、
も
の
言
え
ぬ
嫁
を
は
じ
め
　
　
　
を
提
唱
す
る
時
期
で
す
。

と
す
る
女
性
の
小
さ
な
声
を
集
め
て
、
高
齢
化
　
　
　
　
あ
の
日
か
ら
十
年
間
、
当
会
で
な
さ
れ
た
提

最
前
線
か
ら
の
提
言
を
つ
づ
け
て
き
た
高
齢
化
　
　
　
一言
、
こ
れ
か
ら
十
年
に
な
す
べ
き
こ
と
を
、
今
、

社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
。
私
た
ち
の
活
動
　
　
　
運
営
委
員
会
を
中
心
に
九
月

一
日

（東
京

。
国

に
よ

っ
て
、
地
域
も
国
も
、
高
齢
化
社
会
に
何
　
　
　
立
教
育
会
館
）
の
十
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
向

が
必
要
か
を
よ
り
正
確
に
認
識
し
、
世
論
の
流
　
　
　
け
て
検
討
中
で
す
。

れ
は

「家
族
型
介
護
」
か
ら
、
開
か
れ
た

「地
　
　
　
　
全
国
の
会
員
皆
様
か
ら
の
提
言
を
お
寄
せ
下

域
社
会
型
介
護
」
へ
、
徐
々
に
変
わ

っ
て
き
て
　
　
　
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
皆
様
の

一
層
の
ご

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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ま
ず
、
神
馬
由
貴
子
運
営
委
員
の
司
会
に
よ

り
、
樋
日
恵
子
代
表
の
開
会
の
挨
拶
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
会
員
数

一
二
三
〇
名
の
う
ち
出
席

二
五
〇
名
、
委
任
状
四
五
〇
名
に
て
総
会
成
立

を
確
認
し
、
林
慶
子
理
事
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、

書
記
は
谷
鳴
陽
子
理
事
と
運
営
委
員
の
芹
沢
茂

登
子
が
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

〈活
動
報
告
〉
沖
藤
典
子
理
事
よ
り

一
九
九
二
年

度
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
詳
細
は
会

報
に
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
省

略
し
ま
す
。

〈決
算
報
告
〉
清
水
和
子
理
事
よ
り
別
紙
の
よ
う

な
報
告
が
あ
り
、
「会
費
に
つ
い
て
は
会
員
の
増

加
に
よ
り
大
幅
な
収
入
増
に
。
イ
ベ
ン
ト
収
入

が
予
算
よ
り
大
幅
に
上
回
っ
た
の
は
、
当
初
、

仙
台
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
収
入
の
見
込
み
が
立

ち
に
く
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
他
の
小
さ
な
シ
ン

ポ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
収
入
増
に
つ
な
が
っ
た
。

印
刷
物
売
り
上
げ
増
も
出
版

（三
件
）
の
印
税

収
入
に
よ
る
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

〈監
査
報
告
〉
渥
美
雅
子
監
事
か
ら
は
、
以
上
の

決
算
報
告
に
対
し
て

「最
近
不
況
下
で
赤
字
経

営
の
と
こ
ろ
が
多
い
な
か
で
、
ご
苦
労
が
あ

っ

た
と
思
う
。
交
際
費
に
つ
い
て
は
予
算
五
万
円

の
と
こ
ろ
、
決
算
は

一
五
〇
四
七
円
と
、
わ
ず

か
な
支
出
で
あ
り
、
削
る
と
こ
ろ
は
す
べ
て
削

り
落
と
し
て
い
る
。
そ
の
陰
に
は
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
あ
る
わ
け
だ
が
、　
一
方
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
稼
ぐ
と
こ
ろ
は
し

っ
か
り
と
稼
い
で
い
て

細
腕
？
な
が
ら
ま
こ
と
に
頼
も
し
い
」
と
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
一
九
九
二
年
度
活
動
計
画
〉
「
ス
リ
ム
な
決
算
報

告
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
へ
贅
肉
の
つ
い
た
私
が

登
場
し
て
」
と
、　
一
同
を
ど
っ
と
笑
わ
せ
て
樋

口
代
表
が
登
壇
、
今
年
度
の
活
動
計
画
を
提
案

し
ま
し
た
。

○
　
グ
ル
ー
プ
会
員
の
増
加
が
こ
こ
の
と
こ

ろ
多

い
。

〇

六
月
―
総
含

七
月
上
墜
露
聖
基
ム
（七
・

二
四
）、
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
、
八
月
―
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
準
備
、
九
月
―
第
十
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（九

。
一
。
東
京
）、
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
、
十
月
―

有
料
老
人
ホ
ー
ム
Ｑ
＆
Ａ
出
版
記
念
シ
ン
ポ
、

十

一
月
―
田
辺
聖
子
作

『姥
ざ
か
り
』
観
劇
会

（
一
〇

。
三
〇
）、
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
、
十
二
月

未
定

（自
治
体
責
任
者
と
語
る
）、　
一
月
―
福
祉

行
政
勉
強
会

（女
性
議
員
な
ど
を
中
心
に
）、
オ
ー

プ
ン
ハ
ウ
ス
、
二
月
―
入
院
体
験
交
流
会
、
三

月
―
介
護
保
険
探
検
隊
、
オ
ー
プ
ス
ウ
ス
、
以
上
。

ま
た
十
年
に

一
回
の
世
界
人
国
会
議
が
エ
ジ

プ
ト
で
開
か
れ
る
。
国
際
家
族
年
で
も
あ
る
の

で
、
財
団
な
ど
の
援
助
を
得
て
こ
れ
ら
の
会
議

晶添イいt会毯ょくす暴☆総織会,総会

熱気あふれる総会会場
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に
参
加
す
る
こ
と
も
提
案
し
た
い
。

〈予
算
案
〉
の
な
か
で
は
事
務
局
の
人
件
費
を
せ

め
て
全
国
平
均
に
あ
げ
て
は
ど
う
か
と
提
案
が

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
樋
口
代
表
か
ら

「時
給
の

額
に
つ
い
て
は
運
営
委
員
会
に

一
任
し
て
ほ
し

い
」
と
の
答
弁
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
の
人
事
に
つ
い
て
、
高
見
澤
た
か
子

理
事
よ
り
岡
本
祐
三
氏

（阪
南
中
央
病
院
健
康

管
理
部
次
長
）、
小
林
博
氏

（神
戸
大
学
助
教
授
）、

早
川
和
男
氏

（神
戸
大
学
教
授
）
に
新
理
事
を

お
願
い
し
た
旨
の
報
告
が
あ
り
、
最
後
に
来
年

度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
地
の
大
阪
グ
ル
ー
プ
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

（芹
沢
茂
登
子
記
）

1993(平成 5)年度予算案
く収

部 〉く支

監査報告をする渥美雅子監事

科   目 予   算 考備

前年度繰越 金

会費 (合入会金 )

印 刷 物 売 上

雑  収  入
イベ ン ト収入

積  立  金

8,205,908

7,698,000

1,100,000

650,000

2,920,000

4.150。 753

個人会員1,142人、グループ会員90、 賛助会員7

印税2点 (報告集、Q&A)、 その他
カンパ、受取利息他

第12回 シンポ、Q&A出版記念シンポ、他 1件
修繕積立金

合 計 24,724,661

科   目 予   算 考備

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

金

軸

『

轟

¨

会

件

い

け

中

際

務

　

ベ ン ト

備

立

会

研

会

印

総

人

旅

送

水

交

事

雑

イ

予

積

1,750,000

850,000

600,000

850,000

550,000

2,800,000

700,000

1,900,000

72,000

50,000

800,000

220,000

4,500,000

4,931,908

4.150.753

(16P・ 1,900部 )× 8回 印刷代、原稿料他
アンケー ト、医療勉強会、シニア・シングル研究会他

オープンハウス、入会資料作成他

第11回シンポ報告集作成、有料老人ホームQ&A他

事務局・専従3人、VT等
事務局、運営委員交通費、その他

会報送料、電話代、その他

慶弔費、管理人さんへ季節の挨拶等

文具消耗品代、税理士手数料、クーラー買い替え

管理費等

第12回シンポ、Q&A出版記念シンポ他

修繕積立金

計合 24,724,661
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!992(平成 4)年度決算報告

収 入 の 部

不斗   目 予  算 決  算 増  減

前 年 度 繰 越 金

会 費 (入 会 金 )

イ ベ ン ト 収 入

印 刷 物 売 上

雑  収  入
―内訳一

受取利息

カ ンパ 、 そ の 他

積   立   金

6,291,899

6,400,500

500,000

800,000

400.000

150,753

6,291,899

7,567,500

2,548,020

1,404,719

899.862

150,753

0

1,167,000

2,048,020

604,719

499,862

合 計 18,543,152 22,862,753 4,319,601

支 出 の 部

不斗   目 予  算 決  算 増  減

会 報 製 作 費

研 究 活 動 費

会 員 対 策 費

印 刷 物 製 作 費

総 会

件

旅 費 交 通 費

送 料 通 信 費

水 道 光 熱 費

事 務

雑

備

積

次 期 繰 越 金

1,500,000

600,000

550,000

500,000

200,000

2,800,000

700,000

1,600,000

72,000

50,000

600,000

220,000

3,800,399

1,200,000

4.150.753

1,408,515

701,680

497,802

517,714

156,138

2,360,725

646,660

1,520,661

65,420

15,047

502,887

175,271

0

1,937,572

4,150,753

8,205,908

△ 91,485

101,680

△ 52,198

17,714

△ 43,862

△ 439,275

△ 53,340

△ 79,339

△ 6,580

△ 34,953

A 97,113

A 44,729

△ 3,800,399

737,572

0

8,205,908

計
A 18,543,152 22,862,753 4,319,601
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海
外
セ
■

ひ
と
の
国
見

報
告
者
　
沖
藤
典
子
、

司
会
者

九
月

一
日
に
開
か
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の

本
格
発
表
に
先
立
っ
て
、
総
会
後
に
、　
ツ
ア
ー

参
加
運
営
委
員
を
中
心
に
海
外
セ
ミ
ナ
ー
ツ
ア
ー

の
ミ
ニ
報
告
が
披
露
さ
れ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
報
告
担
当
は
、
沖
藤
、
林
、

駒
野
さ
ん
。
史
上
初
め
て
と
も
い
え
る
七
％
の

高
失
業
率
を
出
す
な
ど
、
大
き
な
変
革
の
時
期

を
迎
え
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
つ
い
て
、
沖

藤
さ
ん
は
二
つ
の
点
を
指
摘
し
た
。　
一
つ
は
、

六
十
年
代
か
ら
八
十
年
代
一に
か
け
て
進
ん
だ
サ
ー

ビ
ス
・
ハ
ウ
ス
か
ら
転
じ
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
と
い
う
形
の
施
設
に
対
す
る
再
評
価
。
六
人

あ
る
い
は
八
人
か
ら

一
〇
人
の
痴
呆
症
の
高
齢

者
に
、
職
員

（居
住
者

一
人
に
職
員

一
。
二
人

の
比
）
が
寝
食
を
共
に
す
る
ミ
ニ
施
設
。
現
在

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
全
体
で

一
二
五
〇
か
所

。
九
二

十
三
分

○
○
人
分
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
、
将
来
は
三

五
〇
〇
か
所

。
二
万
五
〇
〇
〇
人
分
に
増
設
す

る
と
の
こ
と
。
ま
た

「痴
果
は
薬
で
治
す
の
で

は
な
く
、
環
境
が
癒
す
」
と
い
う
説
明
に
感
動

し
た
と
話
し
た
。

樋
口
代
表
が
、
沖
藤
さ
ん
の
話
に
加
え
て
、

自
立
し
て
で
き
る
だ
け
長
く
在
宅
生
活
を
続
け

る
こ
と
が
基
本
だ
が
、
老
人
中
の
老
人
、
痴
呆

症
の
高
齢
者
が
増
え
て
改
め
て
施
設
と
い
う
存

在
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
市

国
際
部
情
報
部
長
の
バ
ル
バ
ラ
さ
ん
の

「ど
う

ぞ
私
た
ち
の
ミ
ス
テ
イ
ク
を
学
ば
な
い
で
／
」

の
こ
と
ば
を
紹
介
し
た
。

沖
藤
さ
ん
の
二
つ
め
の
指
摘
は
、
高
齢
者
医

療
の
実
施
が
県
か
ら
市
に
移
さ
れ
、　
〓
疋
の
予

算
措
置
の
中
で
自
主
独
立
採
算
制
で
医
療
サ
ー

ビ
ス
が
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
。
こ

れ
に
と
も
な

っ
て
民
間
委
託
が
す
す
め
ら
れ
て

い
る
が
、
営
利
の
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
は
な

く
行
政
の
責
任
が
貫
か
れ
て
い
る
、
と
強
調
し

た
。林
、
駒
野
さ
ん
は
、
女
性
の
地
位
と
社
会
福

祉
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
。
林
さ
ん
は
、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
市
議
会
議
員

一
〇

一
名
の
う
ち
四
八

名
が
女
性
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

・
サ
ー
ビ
ス
が
炊

事
や
掃
除
な
ど
の
必
需
的
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な

く
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
観
劇
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に

も
同
伴
し
、
タ
ク
シ
ー
の
半
分
は
車
い
す
の
方

の
乗
車
が
可
能
と
い
う
。
社
会
的
交
流
を
大
切

に
し
た
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
。
政
策

決
定
の
場
に
多
数
の
女
性
議
員
が
参
画
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
実
現
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

駒
野
さ
ん
は
、
経
済
成
長
と
女
性
労
働
、
福

祉
の
関
係
に
つ
い
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
が

と

っ
た
興
味
深
い
施
策
展
開
を
報
告
し
た
。
六

十
年
代
、
出
生
率
の
低
下
、
高
齢
化
の
進
行
、

経
済
成
長
停
滞
の
不
安
の
下
で
、
分
離
課
税
方

式
を
採
用
す
る
こ
と
で
女
性
の
就
労
が
高
ま
り
、

こ
れ
に
伴
う
保
育
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
に

対
し
て
条
件
整
備
が
す
す
め
ら
れ
た
。
家
庭
で
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女
性

一
〇
人
が

一
〇
人
の
介
護
に
た
ず
さ
わ
る
．

よ
り
、
介
護
労
働
を
社
会
化
し
五
人
の
女
性
が

一
〇
人
の
高
齢
者
に
対
応
す
れ
ば
、
そ
の
分
女

性
の
社
会
進
出
が
す
す
み
経
済
成
長
は
高
ま
る
。

そ
し
て
女
性
の
経
済
的
自
立
、
男
女
の
平
等
が

実
現
す
る
。
駒
野
さ
ん
は
、
財
政
困
難
な
状
況

を
む
か
え
て
も
社
会
的
介
護
の
方
向
は
変
わ
ら

な
い
、
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
報
告
を
結
ん
だ
。

ア
メ
リ
カ
報
告
は
浜
田
、
神
馬
、
望
月
さ
ん
。

浜
田
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
の
活
力
を
語

り
、
そ
の
理
由
が
活
発
な
非
営
利
団
体
の
活
動

に
よ

っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
病
院
や
ナ
ー
シ

ン
グ
ホ
ー
ム
な
ど
で
は

″
か
ね
の
切
れ
目
が
縁

の
切
れ
目
″
と
い
う
の
が
、
私
た
ち
の
ア
メ
リ

カ
に
つ
い
て
の
知
識
だ

っ
た
か
と
思
う
が
、
メ

デ
ィ
ヶ
ア
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
活
用
に
よ
っ
て
、

途
中
で
出
さ
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
い
と

紹
介
。
ア
メ
リ
カ
社
会
の
見
方
を
変
え
さ
せ
ら

れ
た
情
報
だ

っ
た
。

神
馬
さ
ん
は
、
幼
児
と
高
齢
者
が
共
に
集
う

デ
イ
ケ
ア

・
セ
ン
タ
ー
の
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
。

子
ど
も
靴
メ
ー
カ
ー
が
企
業
内
保
育
所
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
、
従
業
員
の
親
、
地
域
の
子
ど
も
、

高
齢
者
を
迎
え
い
れ
た
展
開
に
、
ア
メ
リ
カ
企

業
の
企
業
市
民
性
を
実
感
。
日
に
飛
び
込
ん
だ

デ
イ
ケ
ア

・
セ
ン
タ
ー
の
明
る
い
色
彩
と
、
子

ど
も
た
ち
と
高
齢
者
の
交
流
を
集
め
た
世
界
中

の
老
人
物
語
絵
本
が
置
か
れ
て
い
た
と
の
報
告

が
印
象
的
だ

っ
た
。

望
月
さ
ん
は
、
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
の
ウ
ー
メ
ン
ズ

ｏ

イ

ニ

シ

ア

テ

ィ

ブ

、

Ｏ

Ｗ

Ｌ

、

Ｎ

Ｃ

Ｃ

Ｎ

Ｈ

Ｒ

の
市
民
活
動
団
体
を
紹
介
。
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ

・
全
米

退
職
者
協
会
の
ウ
ー
メ
ン
ズ

ｏ
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
は
、
経
済
的
自
立
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
健
康
、

ケ
ア
、
再
教
育
、
消
費
者
問
題
、
引
退
後
の
プ

ラ
ン
、
心
の
問
題
な
ど
、
九
部
門
に
わ
た

っ
て

プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
活
動
を
す
す
め
て
い
る
。

Ｏ
Ｗ
Ｌ
は
ふ
く
ろ
う
の
意
、
女
性
市
民
団
体
と

し
て
ケ
ア
や
住
宅
問
題
、
女
性

へ
の
暴
力
に
目

を
光
ら
せ
て
い
る
。
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
Ｈ
Ｒ
は
ナ
ー
シ

ン
グ
ホ
ー
ム
入
居
者
と
そ
の
家
族
に
よ

っ
て
、

消
費
者
運
動
の

一
環
と
し
て
設
立
さ
れ
た
団
体
。

系
統
的
に
医
療

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
て
い

な
い
ア
メ
リ
カ
の
失
敗
に
学
ん
で
、
と
語

っ
た

案
内
者
の
言
葉
を
最
後
に
望
月
さ
ん
は
伝
え
た
。

会
場
の
ツ
ア
ー
参
加
者
十

一
人
の
ひ
と
言
報

告
を
は
さ
ん
で
、
樋
口
代
表
の
ま
と
め
。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
ア
メ
リ
カ
と
の
距
離
よ
り
、
日
本
と
両

国
と
の
距
離
の
方
が
遠

い
。
二
つ
の
国
と
も
人

手
の
質
と
資
格
、
住
居
の
ス
ペ
ー
ス
で
日
本
よ

り
上
、
共
に
民
主
主
義
と
自
治
の
国
、
個
の
自

立
を
実
現
し
て
い
る
国
、
そ
し
て
女
た
ち
の
元

気
も
共
通
。
″
ひ
と
の
国
見
て
わ
が
国
直
せ
″
の

代
表
の
こ
と
ば
で
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー

ツ
ア
ー
の
ミ
ニ
報
告
会
は
閉
じ
ら
れ
た
。

（石
毛
鎮
手
記
）

轟晨真早1係憂撃言£鼻鷹メ午段畠鯛F墨首羊綻「
由貴子、
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記
念
講
演
で
は
、
か
ね
て
よ
り
多
く
の
会
員

か
ら
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
、
日
野
原
重
明
先

生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
先
生
は
、
日
本
の
高

齢
者
の
医
療
を
含
め
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生

き
、
老
い
、
安
ら
か
に
死
ん
で
い
く
た
め
の
医

療
に
つ
い
て
、
常
に
新
し
い
提
言
を
な
さ

っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
先
生
の
ご
提
唱
に
よ
る
終
末
期

ケ
ア
の
施
設
も
、
九
月
に
神
奈
川
で
オ
ー
プ
ン

さ
れ
る
予
定
で
す
。

加
看
護
大
学
学
長

・
聖
路
加
国

「
三
つ
の
Ｖ
」
で
始
め
よ
う

本
日
は
、
高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の

会
の
十
周
年
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ

の
高
齢
化
し

つ
つ
あ
る
日
本
の
社
会
を
よ
く
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
こ
か
ら
発
掘
す
る
か
を
考

え
る
と
き
、
私
は
こ
の
会
が
さ
ら
に
充
実
し
前

進
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。
私
は
、
こ
の

よ
う
な
会
で
よ
く
父
に
教
わ

っ
た

「何
か
を
始

め
る
と
き
に
は
、
三

つ
の
Ｖ
が
必
要
で
あ
る
」

と
い
う
話
を
し
ま
す
。
三

つ
の
Ｖ
と
は
、

①

ｖ

Ｉ

Ｓ

Ｉ

Ｏ

Ｎ

（
理

想

を

描

く

）

②

Ｖ

Ｅ

Ｎ

Ｔ

Ｕ

Ｒ

Ｅ

（勇

気

あ

る

行

動

）

③

Ｖ

Ｉ

Ｃ

Ｔ

Ｏ

Ｒ

Ｙ

（夢

の
実

現

）

で
す
。
豊
か
な
高
齢
化
社
会
を
こ
の
会
が
具
現

さ
せ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
勇
気
あ
る
行
動
を
続

け
て
い
か
れ
る
こ
と
を
、
十
周
年
の
今
日
、
再

確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
己
の
内
な
る
環
境
を
豊
か
に

老
い
と
い
う
の
は
、
下
向
き
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
人
生
を
ひ
と
つ
の
山
の
よ
う
に

考
え
、
半
ば
を
過
ぎ
る
と
あ
と
は
下
る
だ
け
と

い
う
の
は
、
誤
り
で
す
。
人
生
は
い
く
つ
も
の

山
の
連
な
り
で
あ
り
、
何
回
も
登
り
下
り
を
繰

り
返
し
て
い
く
も
の
で
す
。
老
い
て
も
、
ま
た

山
に
登
る
た
め
に
は
、
自
分
を
ど
ん
な
環
境
に

お
い
て
お
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

環
境
に
は
、
人
間
の
体
の
細
胞
の
外
な
る
環

境
と
、
内
な
る
環
境
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
双

方
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
保

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
が
、
殊
に
中
年
以
降
は
そ
れ
ま
で
外
な
る

環
境
に
ば
か
り
開
い
て
い
た
自
分
を
、
内
な
る

環
境
に
向
け
て
充
実
さ
せ
る
と
き
で
す
。

こ
の
こ
と
を
、
リ
ン
ド
バ
ー
グ
夫
人
が
、
著

書

『海
か
ら
の
贈
物
』
の
中
で
、
述
べ
て
い
ま

す
。
彼
女
が
、
こ
の
作
品
を
書
い
た
の
は
五
十

一
歳
の
と
き
で
す
が
、
五
十
代
か
ら
が
中
年
で

あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
人
生
の
午
前
、
中
年
か
ら

午
後
が
始
ま
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
午
前
よ
り

午
後
は
長
く
、
午
前
は
午
後
の
た
め
の
助
走
期

間
で
あ
る
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。
五
十
代
か
ら

は
、
世
間
の
重
圧
や
義
務
か
ら
、
自
分
を
本
当

ジェスチャーとユーモアを交えて
お話中の、 日野原先生
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に
フ
リ
ー
に
で
き
る
と
き
で
あ
り
、
二
十
代
、

四
十
代
の
よ
う
な
体
力
は
な
く
て
も
、
そ
れ
ま

で
に
考
え
て
み
る
暇
も
な
か

っ
た
知
的
な
、
精

神
的
な
活
動
に
時
間
を
割
い
て
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

生
理
学
者
は
、
人
は
六
十
歳
ま
で
に
脳
を
四

分
の

一
し
か
使

っ
て
い
な
い
と
い
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
脳
は
、
使
わ
れ
る
こ
と
を
待

っ
て
い
る

の
で
す
。
自
分
の
た
め
の
時
間
を
持

つ
こ
と
が

で
き
る
人
生
の
午
後
に
、
勝
負
を
か
け
て
み
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

老
化
す
る
細
胞
と
い
う
我
々
の
土
の
器
の
中

に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
新
鮮
な
水
を
入
れ
る
か

が
、
器
の
老
化
を
防
ぐ
た
め
の
努
力
よ
り
大
切

な
の
で
す
。

豊
か
な
老
い
と
は
よ
く
死
ぬ
る
こ
と

豊
か
な
老
い
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
良

く
老
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
良
く

死
ぬ
る
と
い
う
こ
と
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
良

く
老
い
る
と
は
円
熟
す
る
こ
と
で
あ
り
、
自
分

自
身
の
中
に
実
を
結
ぶ
こ
と
で
す
。
実
の
中
心

に
は
種
が
あ
り
ま
す
。
種
が
次
の
世
代
の
実
を

結
ぶ
た
め
に
は
、
種
を
包
ん
で
い
る
実
が
壊
れ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
人
間
に
は
、
生
ま
れ

た
と
き
か
ら
、
死
が
約
束
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ど
の
よ
う
に
死
ん
で
種
を
出
す
か
と
、
考
え
て

い
く
の
は
重
要
な
こ
と
で
す
。

ガ
ン
末
期
の
方
が
、
「わ
た
し
が
生
き
て
き
た

こ
と
に
は
意
味
が
あ

っ
た
」
と
い
う
こ
と
ば
を

残
し
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
残

さ
れ
た
子
ど
も
達
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考

え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
最
後
に
、
愛
す
る
人
達

に
、
こ
と
ば
を
残
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
遺
産

以
上
に
す
ば
ら
し

い
も
の
が
継
承
さ
れ
る
と
私

は
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
多
く
の
病
院
で
は
、

死
ぬ
と
き
に
は
気
管
に
管
が
通
さ
れ
、
最
後
の

こ
と
ば
が
奪
わ
れ
て
し
ま
い
、
も
う
回
復
の
み

こ
み
が
な
い
患
者
で
さ
え
、
蘇
生
術
を
施
す
た

め
家
族
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
厚
生
行
政
や
病
院
に
は
、
も
の
さ
え

あ
れ
ば
解
決
で
き
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
人
生
の
終
末
を
迎
え
た
人
を
支

え
る
の
は
、
施
設
や
設
備
で
は
な
く
人
間
な
の

で
す
。
看
護
婦
不
足
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
人

間
で
な

い
と
解
決
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
、
投
資

す
る
と

い
う
姿
勢
が
な
け
れ
ば
、
日
本
の
将
来

は
暗

い
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

共
に
学
び
行
動
し
、
内
面
を
豊
か
に

い
き
が
い
は
人
間
的
な
交
わ
り
に
よ

っ
て
生

ま
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
会
の
よ
う
に
、
よ
い

高
齢
化
社
会
を
築
く
こ
と
を
自
分
自
身
の
問
題

で
あ
る
と
と
ら
え
、
こ
の
共
通
の
目
的
に
向
か

っ
て
、
共
に
学
び
、
勇
気
を
持

っ
て
行
動
を
展

開
す
る
こ
と
が
、
皆
さ
ん
自
身
が
老
い
て
も
充

実
し
た
生
活
が
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
皆
さ
ん
に
は
、
日
本
の
老

い
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
の
人
の
命
を

豊
か
に
す
る
た
め
に
、
自
分
の
内
面
を
豊
か
に

す
る
努
力
を
続
け
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（筒
井
圭
子
記
）

日野原先生の感銘深いお話に、参加者の代表として、
お礼を述べる樋口氏。
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0●つつ0●0つつつつつつつつつつつつ 男0老いを鷹る⑩

男の自立、女の役割

老いを

や

也

謙

わ
悦

お
尾

机鷲

エキサイティングに

鉄鋼労連 。中央執行委1938年 、東京都生まれ。東京大学経済
学部卒後、八幡製鉄株式会社入社。
'00年、鉄鋼労連書記長。'90年 より現職に。

老
い
は
確
実
に
平
等
に
や

っ
て
来
る
。
し
か

し
、
高
齢
者
社
会
の
問
題
点
と
し
て
、
よ
り
男

の
そ
れ
が
話
題
に
な
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
。
老

い
た
男
た
ち
が
生
き
る
目
標
を
失
い
ウ
ロ
ウ
ロ

し
て
い
る
姿
は
悲
惨
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い

が
、
そ
の
責
任
の
大
半
は
、
今
日
の
日
本
の
男

社
会
に
あ
る
の
は
事
実
の
よ
う
だ
。
働
く
場
で

も
、
地
域
で
も
、
家
庭
で
す
ら
、
男
と
女
が
共
に

生
き
生
き
と
過
ご
せ
な
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
の

価
値
観
が
、
と
も
か
く
飢
餓
、
貧
困
か
ら
の
脱

出
に
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
恐
ら
く
止
む

を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は

な
に
よ
り
も
効
率
、
能
率
が
大
切
な
の
だ
か
ら
、

た
ま
た
ま
男
が
そ
の
側
面
を
分
担
し
た
に
す
ぎ

な
い
。

ひ
と
と
ひ
と
と
の
関
係
、
女
と
男
の
関
係
な

く
し
て
、
人
間
社
会
は
成
り
立
た
な

い
。
ま
た

ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
生
き
る
と
い
う
こ
と
と
、

生
存
す
る
た
め
の
糧
を
う
る
と
い
う
こ
と
は
時

に
は
大
き
く
矛
盾
す
る
。

老
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
生
存
の
糧
を

こ
れ
ま
で
の
蓄
積
か
ら
取
り
崩
す
か
、
他
人
に

依
存
す
る
か
に
よ

っ
て
得
ざ
る
を
え
な

い
こ
と

な
の
だ
。
こ
れ
は
女
も
男
も
同
じ
で
、
よ
う
や

く
女
と
男
が
同
じ
平
等
な
立
場
に
な
る
こ
と
な

の
だ
。

一
方
、
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
生
き
る
と
い

う
す
べ
を
男
は
そ
れ
ま
で
の
人
生
で
経
験
す
る

こ
と
が
少
な

い
。
そ
し
て
老
い
る
。
自
立
で
き

な

い
男
の
誕
生
で
あ
る
。
余
り
に
も
、
ひ
と
り

の
男
と
し
て
生
き
て
い
な
い
。
組
織
に
頼

っ
て

い
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
Ｏ
Ｂ
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。

も
は
や
日
本
で
は
生
存
す
る
た
め
の
条
件
整
備

に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
必
要
が
な
い
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
ん
な
気
分
に
駆
り
た
て
ら
れ

る
男
に
し
て
し
ま
う
こ
と
の

一
部

い
や
大
部
分

の
責
任
は
女
に
あ
る
。
亭
主
の
尻
を
叩
く
の
は

女
で
は
な
い
か
。
妻
と
夫
で
あ
る
前
に
、
ひ
と

り
の
女
と
男
と
し
て
交
際
う
こ
と
に
、
女
も
積

極
的
に
な
る
べ
き
だ
。
男
を
甘
や
か
し
て
は
い

け
な

い
。

た
だ
、
男
に
役
割
分
担
を
押
し
つ
け
る
の
も

女
だ
。
そ
れ
に
気
が
つ
い
た
男
は
、
反
乱
し
、

女
と
の
関
わ
り
を
拒
否
す
る
か
も
知
れ
な

い
。

老

い
た
女
も
男
も
、
生
き
生
き
と
し
て
エ
キ
サ

イ
テ
ィ
ン
グ
に
、
共
に
刺
激
し
合

っ
て
生
き
ら

れ
る
よ
う
、
恋
を
し
な
が
ら
老
い
を
し
み
じ
み

と
味
わ
お
う
。
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ひ
と
り
ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
、

城
下
町
松
江
に
い
ま
新
し
い
風
を
吹
き
込
む

は
じ
め
ま
し
て
。
響
塁
即社
会
を
よ
く
す
る
会

・

ぶ
ど
う
の
会
」
で
す
。

「
こ
の
度
、
年
齢
層
も
環
境
も
思
想
も
、
た

ぶ
ん
支
持
政
党
も
異
な
る
、
名
も
無
く
貧
し
く

美
し
い

（？
）
主
婦
た
ち
が
、
ひ
と
つ
の
共
通

の
思
い
を
抱
き
、
さ
さ
や
か
な
会
を

つ
く
り
ま

し
た
。」

」ヽ
れ
は
、
今
年
の
二
月
発
会
し
た
時
の

挨
拶
文
の

一
節
で
す
。　
一
粒

一
粒
が
生
き
生
き

し
な
が
ら
房
を
な
し
、

そ
の
房
が
幾

つ
も
で
き

る
と
い
い
ナ
ー
の
思
い

を
込
め
て

「
ぶ
ど
う
の

会
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

島
根
県
は
全
国

一
の

高
齢
県
で
あ
り
な
が
ら

対
策
の
遅
れ
て
い
る
所
で
す
。
県
西
部
に
は
既

に

「石
見
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
会
」
が
あ

っ

て
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
都
で
あ

る
松
江
は
…
…
。

松
江
と
言
え
ば

「湖
の
美
し
い
落
ち
着
い
た

城
下
町
」
で
、
市
民
運
動
は
育
た
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
所
で
も
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
そ

う
言
っ
た
地
域
柄
は
ど
う
で
あ
れ
、
現
在
こ
こ

で

「生
き
て
い
る
」
人
達
が
い
る
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
私
達
も
そ
の
中
の
ひ
と
り
で
す
。
健
や

か
な
、
希
望
あ
る

″
こ
れ
か
ら
″
の
時
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
学
び
た
い
。
生
き
方
を
考
え
た
い
。

少
し
は
人
の
お
役
に
も
立
ち
た
い
等
い
ろ
い
ろ

な
思
い
を
持

っ
た
人
達
が
集
ま
っ
て
き
て
、
現

在
会
員
数
二
十
七
名
。
二
十
歳
代
か
ら
六
十
歳

代
ま
で
。
男
性
も
七
名
い
ま
す
。

一房
に
ぶ
ら
下
が
る
事
な
く
生
き
生
き
し
ま
し
ょ

う
と

「全
員
参
加
の
運
営
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

六
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
各
例
会
を
企
画
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
ま
で
に

「
デ
ン
マ
ー
ク

の
高
齢
福
祉
に
学
ぶ
」
と
題
し
た
講
演
会
を
は

じ
め
と
し
て
、
読
書
会
、
映
画
会
な
ど
を
企
画
。

一
般
市
民
に
も
呼
び
か
け
、
楽
し
く
学
ん
で
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

市
の
関
係
者
の
方
に
お
話
を
聴
く
会
、
見
学
会

高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
会

・
ぶ
ど
う
の
会

代
表

加
　
藤
　
尚
　
子

な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
会
が
き

っ
か
け
で
、
県
の
高
校
生
の
家

庭
科
ク
ラ
ブ
で
は
、
夏
の
研
修
会
に
高
齢
者
間

題
を
取
り
上
げ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
建
築
家

と
高
齢
者
向
け
住
宅
設
計
に
つ
い
て
語
り
合

っ

た
り
、
生
協
の
福
祉
を
考
え
る
グ
ル
ー
プ
と
施

設
見
学
を
し
な
が
ら
交
流
し
た
り
、
ミ
ニ
集
会

を
も

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
と
め

ぐ
り
逢
え
て
、
多
く
の

事
に
気
付
か
さ
れ
、
各

会
員
が
生
き
生
き
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

五
月
八
日
に
は
、
樋

口
代
表
が
近
く
の
安
来

市
に
講
演
に
み
え
ら
れ

た
の
で
、
会
員
数
名
で
参
加
し
て
お
話
を
伺
い
、

直
接
励
ま
し
て
い
た
だ
き
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

六
月
五
日
の

「高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性

の
会
」
の
総
会
に
は
会
員
の

一
人
が
上
京
し
参

加
。
皆
様
と
の
交
流
も
で
き
て
よ
ろ
こ
ん
で
お

り
ま
す
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
で
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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大
阪
の
福
祉
創
り
に
積
極
的
な
参
画
を
／

「高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
／
大
阪
」
発
足
会

警

二

局

宮

み

か

「高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
／
大
阪
」

が
、
五
月
十
五
日
、
大
阪

・
朝
日
生
命
ホ
ー
ル

で
五
五
〇
人
余
り
の
熱
気
あ
ふ
れ
る
参
加
者
を

集
め
て
発
会
し
た
。

プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
東
京
大
学
助
教
授
、
上
野

千
鶴
子
さ
ん
の
講
演
、
「家
族
を
こ
え
た
老
後
」

に
続
い
て
、
「わ
が
街
の
福
祉
を
創
る
」
と
題
し

て
四
人
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

そ
し
て
フ
ロ
ア
か
ら
の
発
言
の
あ
と
、
樋
口
恵

子
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演

「老
い
の
青
い
鳥
を

求
め
て
」
な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
で
行
わ
れ
た
。

上
野
さ
ん
は

「家
族
の
中
の
老
後
が
、
成
り

立
た
な
い
こ
と
を
認
め
る
と
こ
ろ
か
ら
し
か
福

祉
は
あ
り
え
な
い
」
と
指
摘
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
家
族
、
と
く
に
女
性
に
よ
る
介
護
を
前

提
に
福
祉
政
策
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現

実
に
、
女
た
ち
は

一
揆
を
起
こ
す
べ
き
だ
、
と

提
唱
し
た
。

そ
し
て
、
介
護
を
国
の
責
任
で
行

い
、
住
民

同
士
も
助
け
合
う

「
公
共
化
と
協
同
化
の
道
か

ら
、
家
族
を
超
え
た
老
後
が
達
成
さ
れ
る
」
と

強
調
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
当
会
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
高
野
山
大
学
教
授

・
岩
見
恭
子
さ
ん
が
、

地
域
行
政
に
み
る
老
人
保
健
福
祉
計
画
に
つ
い

て
、
弘
済
院
病
院
心
療
内
科
医
長
の
小
林
敏
子

さ
ん
が
、
老
人
医
療
の
現
状
と
問
題
点
を
そ
れ

ぞ
れ
話
し
、
龍
谷
大
学
教
授

・
桑
原
洋
子
さ
ん

は
、
家
族
介
護
と
公
的
扶
助
、
当
会
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
堺
市
議

の
吉
井
玲
子
さ
ん
が
、
議
員
の

日
か
ら
見
る
地
域
福
祉
と
題
し
て
現
状
を
報
告
。

そ
れ
に
対
し
て
フ
ロ
ア
か
ら
は

「
市
町
村
の

老
人
保
健
福
祉
計
画
に
女
性
の
声
を
届
け
た
い
」

「老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
に
市
民
の
反
対
が
根
強

い
。
意
識
を
変
え
て
ゆ
く
活
動
を
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
、
今
後
の
会
の
活
動
に
期
待
を
よ
せ

る
発
言
が
多
く
出
た
。

そ
の
あ
と
、
樋
日
恵
子
さ
ん
が

「人
生
五
十

年
の
時
代
の
老
後
観
を
捨
て
、
死
に
方
や
老
人

の
支
え
方
の
新
し
い
伝
統
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
、
我
ら
高
齢
社
会
を
担
う
初
代
世

代
を
、
独
特
の
話
術
を
も
っ
て
強
調
し
た
。

そ
し
て
、
家
族
を
介
護
し
て
い
る
人
の
八
四
％

が
女
性
で
あ
る
と
の
デ
ー
タ
ー
と
、
介
護
は
家

族
以
外
の
人
に
と
希
望
す
る
女
性
が
男
性
の
二

倍
い
る
と
の
調
査
を
あ
げ
、
「家
族
主
義
か
ら
の

解
放
を
早
く
か
ら
見

つ
め
て
い
る
女
性
が
、
高

齢
社
会
の
イ
ニ
シ
ア
チ
プ
を
取
る
べ
き
だ
」
と
、

訴
え
た
。

最
後
に
、
代
表
の
津
村
明
子
さ
ん
が

「自
分

の
街
の
福
祉
創
り
に
積
極
的
に
参
画
し
、
ど
う

し
て
欲
し
い
の
か
を
事
実
や
資
料
を
基
に
、
き

ち
ん
と
発
言
し
て
ゆ
く
団
体
に
し
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
て
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

東
京
、
京
都
に
遅
れ
を
と
っ
た
大
阪
の
会
の

発
会
で
あ

っ
た
が
、
く
し
く
も
今
年
は
老
人
保

健
福
祉
計
画
が
実
働
を
始
め
る
年
で
あ
る
。
開

か
れ
た
運
営
会
を
持

つ
こ
と
な
ど
を
巧
く
活
用

し
、
地
域
行
政
へ
の
働
き
か
け
を
足
が
か
り
と

し
て
、
独
自
の
展
開
を
示
し
た
い
も
の
と
思
う
。

一
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「京
都
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
へ
の
提
言

高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会

・
京
都

平
成
元
年
十
二
月
に
厚
生
省
は
、
響
回齢
者
保

健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略

（ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
ご

を
発
表
。
翌
年
、
平
成
二
年
六
月
に
は
社
会
福

祉
八
法
を
改
正
し
て
、
従
来
施
設
中
心
で
あ

っ

た
社
会
福
祉
行
政
を
抜
本
的
に
改
革
し
て
、
住

民
に
最
も
身
近
な
市
町
村
で
、
在
宅
福
祉
を
充

実
さ
せ
る
た
め
の
条
件
整
備
を
手
が
け
ま
し
た
。

こ
の
路
線
の
中
で
、
平
成
五
年
度
に
、
各
市

町
村
ヽ
都
道
府
県
が
、
「老
人
福
祉
計
画
」
と

「老

人
保
健
計
画
」
を

一
体
の
も
の
と
し
て
、
「老
人

保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
行
政
計
画
で
は
あ
り

ま
す
が
、
厚
生
省
は
こ
の
計
画
の
策
定
指
針
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
各
市
町
村
に
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
示
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に

「老
人

保
健
福
祉
計
画
の
作
成
に
関
し
て
は
、
高
齢
者

の
ニ
ー
ズ
を
そ
の
基
礎
と
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
住
民
や
関
係
者
の
意
見
を
踏
ま
え
て
作
成

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」
と
示
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

私
た
ち

「高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の

会

・
京
都
」
の
会
員
は
、
ま
さ
し
く
、
こ
の
計

画
こ
そ
が
こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
が
住
み
よ
い

も
の
に
な
る
か
ど
う
か
の
キ
ー

・
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
と
の
認
識
に
立

っ
て
、
昨
年
八
月
に
、
「老

人
保
健
福
祉
計
画
分
科
会
」
を
設
置
し
、
学
習

を
深
め
、
数
回
に
わ
た
っ
て
会
員
か
ら
の
意
見

。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
求
め
る
機
会
を
持

っ
て
論
議
を

重
ね
、
京
都
市
の
計
画
策
定
に
む
け
て
、
女
性

の
会
総
意
で
の
提
言
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
こ
こ
で
私
達
、
響
風
即
化
社
会
を
よ
く
す
る

女
性
の
会

・
京
都
」
が
、
女
性
の
立
場
、
介
護

す
る
立
場
、
さ
れ
る
立
場
と
い
う
当
事
者
の
視

点
で
計
画
策
定
に
声
を
届
け
た
い
と
い
う
熱
き

し

　

　

げ

る

警

者

松

島

慈

児

思
い
を
こ
め
て
、
去
る
二
月
十
三
日
に
京
都
市

長
宛
に
参
考
資
料
を
合
め
、
十
八
ペ
ー
ジ
に
わ

た
る
提
言
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

提
言
は
、
計
画
の
推
進
、
保
健

。
医
療
体
制

の
充
実
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、　
マ
ン
パ
ワ
ー

対
策
、
住
宅

・
住
環
境
の
整
備
、
生
涯
学
習
と

社
会
参
加
、
と
い
う
六
項
目
に
整
理
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
具
体
的
な
要
望
を
細
分
化
し
て
提
言

し
て
あ
り
ま
す
。
特
に
、
こ
の
計
画
に
要
求
さ

れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

目
標
量
の
算
定
に
あ
た

っ
て
の
積
算
は
単
に
国

が
示
す
量
と
の
数
合
わ
せ
に
終
ら
せ
ず
、
地
域

の
実
態
と
十
年
後
の
推
計
の
正
確
な
数
値
に
見

合

っ
た
も
の
に
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
と
と
も

に
、
策
定
途
上
で
の
市
民
へ
の
公
表
も
求
め
て

い
ま
す
。

詳
細
は
、
提
言
文
を
御
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

甚
で
す
。

＊

実
費
三
〇
〇
円
と
送
料

一
七
五
円
分
の
切
手

を
同
封
し
、
左
記
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
６‐６
　
京
都
市
右
京
区
竜
安
寺
衣
笠
下
町
２９

佐
藤
た
づ
方

高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会

。
京
都
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リ レ エッセイ◎

私
の
母
方
の
祖
母
は

一
八
九
五

（明
治
二
八
）

年
生
ま
れ
で
、
八
十
九
歳
に
な

っ
た
と
き
病
院

で
死
ん
だ
。

祖
母
の
形
見
分
け
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
彼

女
の
タ
ン
ス
の
中
を
見
た
。
と
て
も
几
帳
面
な

明
治
の
女
だ

っ
た
か
ら
、
タ
ン
ス
の
中
は
、
き

ち
ん
と
片
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
祖
母
の
日
常
着

は
着
物
の
方
が
多
か
っ
た
が
、
春
か
ら
夏
に
か

け
て
は
簡
単
な
洋
服
も
着
て
い
た
。
丁
寧
に
た

た
ま
れ
た
夏
物
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
ま
じ
っ
て
、
見

覚
え
の
あ
る
プ
ラ
ウ
ス
が
あ

っ
た
。
袖
を
通
し

た
形
跡
が
な
く
新
品
の
ま
ま
だ
。
七
十
歳
の
祖

母
に
私
が
東
京
の
デ
パ
ー
ト
で
買
っ
て
送

っ
た

も
の
だ

っ
た
。

北
九
州
の
田
舎
で
、
祖
母
と
、
若
く
し
て
死

祖
日
の
プ
ラ
ウ
ス

弁
護
士

。
東
京
弁
護
士
会
所
属

角

田

由

紀

子

ん
だ
娘
の
夫

（私
の
父
）
と
、
彼
が
再
婚
し
た

女
性
と
い
う
血
の
つ
な
が
ら
な

い
二
人
の
大
入

が
家
族
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
。
も
と
も
と
禁

欲
的
な
と
こ
ろ
の
あ

っ
た
祖
母
は
、
他
人
ば
か

り
の
家
族
の
中
で
、　
ハ
メ
を
は
ず
さ
ず
に
生
き

る
と
い
う
姿
勢
を
固
め
て
い
た
よ
う
だ
。

私
は
、
あ
る
と
き
、
デ
パ
ー
ト
を
歩

い
て
い

て
祖
母
に
も
う
少
し
き
れ

い
な
色
の
物
を
着
て

も
ら
い
た
い
と
、
プ
ラ
ウ
ス
を
買
い
求
め
た
。

し
ば
ら
く
し
て
実
家
に
祖
母
を
訪
ね
た
と
き
、

私
を
待

っ
て
い
た
の
は
、
「あ
ん
な
派
手
な
も
の
、

こ
こ
ら
じ
ゃ
着
ら
れ
な
い
よ
、
人
が
何
て
言
う

か
。
東
京
と
は
違
う
の
だ
か
ら
」
と
い
う
苦
情

だ

っ
た
。
そ
の
プ
ラ
ウ
ス
は
、
チ
ャ
コ
ー
ル

・

グ
レ
イ
の
濃
淡
と
薄
茶
の
細
か
い
花
柄
に
ほ
ん

一
九
四
二
年
生
ま
れ
。
女
性
の
権
利
擁
護
の
立

場
か
ら
、
特
に
性
暴
力
や
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
天
皇
制
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
に

「徳
島
ラ
ジ
オ
商
殺
し
再
審
事
件
」
「池

袋
買
春
男
性
死
亡
事
件
」
「福
岡
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
裁
判
」
な
ど
の
裁
判
に
弁
護
団
の
一

員
と
し
て
参
加
。
八
六
年
よ
り
、
東
京

。
強
姦
救

援
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

の
僅
か
小
さ
な
赤
い
色
が
と
ん
で
い
た
。
赤
は
、

祖
母
に
と

っ
て
は
七
十
歳
の
老
女
が
身
に
つ
け

る
べ
き
色
で
は
な
か

っ
た
の
だ
。

小
さ
い
頃
、
祖
母
の
外
出
支
度
を
見
る
の
は

私
の
楽
し
み
だ

っ
た
。
鮮
や
か
な
紫
色
の
縮
緬

の
、
あ
や
め
の
柄
の
長
襦
袢
は
何
度
見
て
も
あ

き
な
か
っ
た
。
私
の
好
き
な
そ
の
長
襦
袢
は
あ

っ

と
い
う
間
に
地
味
な
着
物
で
か
く
さ
れ
て
し
ま

っ

た
が
。

五
十
歳
に
な

っ
た
私
は
、
祖
母
が
見
た
ら
び
っ

く
り
し
て
ひ

っ
く
り
返
り
そ
う
な
格
好
を
し
て

出
歩

い
て
い
る
。
自
分
の
感
性
を
開
じ
込
め
る

こ
と
な
く
年
を
取
れ
る
こ
と
を
幸
せ
だ
と
思
い

つ
つ
。

（次
は
田
中
蘭
子
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
）
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本
の
紹
介

『共
働
き
家
族
』

岡
村
清
子
、
長
津
美
代
子
、

三
善
勝
代
、
袖
井
孝
子
共
著

家
政
教
育
社
　
｛疋
価
三
二
六
六
円

こ
の
本
は
、
共
働
き
が
家
事
、
育
児
、
介
護
、

そ
し
て
家
族
の
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
す
か
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。
専
門
書

と
し
て
書
か
れ
た
た
め
に
、
寝
転
が
っ
て
読
む

の
に
は
少
々
し
ん
ど
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

共
働
き
に
関
す
る
豊
富
な
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
て

い
て
、
学
習
会
や
読
書
会
に
使
う
に
は
便
利
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

共
働
き
が
片
働
き
を
上
回
る
よ
う
に
な

っ
て
、

す
で
に
十
年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、
妻
の
就
業

の
有
無
、
子
ど
も
や
親
の
有
無
、
そ
し
て
要
介

護
者
の
有
無
は
、
日
本
男
性
の
家
事
時
間

（育

児
、
介
護
を
含
む
）
に
全
く
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
不
況
が
男
性
の
家
庭

回
帰
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
現
在
こ

そ
、
な
ぜ
家
庭
の
仕
事
は
、
無
償
で
女
に
押
し

付
け
ら
れ
る
の
か
を
問
い
直
し
、
男
性
の
家
庭

参
加
を
す
す
め
る
絶
好
の
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（袖
井
孝
子
記
）

『老
い
の
住
ま
い
学
』

早
川
和
男
著

岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

｛疋
価
二
五
〇
円

第
八
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
こ
ん
な
町
で
私
は

老
い
た
い
」
で
、
「住
宅
や
町
づ
く
り
は
福
祉
の

基
礎
条
件
で
あ
る
」
と
力
説
さ
れ
た
早
川
和
男

先
生
の
言
葉
を
、
折
に
ふ
れ
思
い
出
さ
れ
る
方

は
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
本
で
も

「在
宅
」
の

「宅
」
が
整
わ
な

け
れ
ば
、
安
心
し
て
老
い
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
を
熱
意
を
込
め
て
説
か
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
先
生
ご
自
身
の
お
母
様
が
高
齢

で
転
居
さ
れ
た
結
果
、
死
期
を
早
め
ら
れ
た
と

い
う
実
体
験
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

深
く
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
老
い
の
日
々
に

向
け
て
の
住
ま
い
に
つ
い
て
、
私
た
ち
が
ど
ん

な
ふ
う
に
考
え
て
い
け
ば
よ
い
か
を
、
日
本
、

外
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、

わ
か
り
や
す
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
早
川
研

究
室
で
兵
庫
県
下
の
全
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
者

ｋ

つ
い
て
行
っ
た
調
査
か
ら
、
「住
宅
事
情
さ
え

よ
け
れ
ば
自
宅
に
住
み
続
け
た
か
っ
た
」
と
い

う
人
が
多
か
っ
た
と
い
う
結
果
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
の
も
、
非
常
に
示
唆
に
富
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（高
見
澤
た
か
子
記
）

総
会
に
は
全
国
か
ら
大
勢
の
皆
様
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
十

周
年
記
念
と
い
う
こ
と
で
大
き
な
ホ
ー
ル
を
お

借
り
し
、
念
願
で
あ

っ
た
日
野
原
重
明
先
生
の

お
話
も
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
お
仲
間
が
増
え
た
こ
と
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
裏
を
返
せ
ば
公
共

の
会
議
室
で
は
手
狭
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
勉
強
会
等
の
会
場
探
し
は
い
つ
も

難
航
し
ま
す
。
虫
の
い
い
話
で
す
が
、
都
心
で

交
通
の
便
が
よ
く
、
二
百
人
程
度
収
容
で
き
る

低
料
金
の
ホ
ー
ル
を
ご
存
知
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

◇
次
回
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
は
七
月
二
十
六
日

（月
）
午
前
十

一
時
～
午
後
四
時
で
す
。

◇

『姥
ざ
か
り
』
に
は
、
た
く
さ
ん
の
お
申
し

込
み
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

締
切
日
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
ま
だ
お
席
は
ご
ざ

い
ま
す
。
当
会
の
会
員
と
い
う
こ
と
で
、
関
西

芸
術
座
東
京
事
務
所
６
千
三
里
占
奎
じ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
の
上
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

（長
藤
素
子
）
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:993年4月 ～6月 入金者名簿

名氏 一Ｔ 所住 TEL
古 澤 正 文

長谷りll 洋 子
田 原 明 美
斉 藤 とし江
浜 田 千恵子
小 川   緑
三 浦 二 枝
岩 村 つぎえ

井 日 八千喜
高 橋 正 子

川 野 堂 子
川 村 佳代子
渡 辺 英 子
小清水 絹 江
上ヒ留川 智 子
大 瀧 泰 代
相 原 和 子

大 川 武 子
田 辺 雅 子

加 藤 嘉 子

寺 山 ま さ
川 村 佐和子
伊 倉 宣 子
前 田 晃 子

山 田 寿 世

安 田 知津子
宮 本 キヨミ

今 井   恭
岩 瀬 良 子

岸 上 歌 子

佐 伯 喜美子
朝 倉 弘 美

市 場 恵 子

佐々木 ヒ サ
金 子 シズ子
新 野 道 子

イヽ 林   博

253

657

201

437-15

967

203

003

130

410

136

135

484

960

257

332

124

277

277

359

186

259-01

840

525

152

273

651-21

654-01

942

840

535

930-22

184

703

270-15

114

243

329-04

1茅
ヶ崎市本村313-24

神戸市灘区六甲町2518404
狛江市猪方433 柏倉荘 101
静岡県小笠郡小笠町河東3042

福島県南会津郡田島町字大坪201公合14
東久留市米新り|1町 265 サンコーポ6号
札幌市白石区菊水元町2条 5丁 目613
墨田区業平5-71411
沼津市町方町44

江東区大島6141146
江東区東陽533
大山市前原天道新田81-172

福島市蓬葉町4266

秦野市下大槻9310

川日市原町545501
葛飾区東立石452-3

柏市松ケ崎516-6

柏市東中新宿3166
所沢市緑町1111-401

国立市富士見台229-12

神奈り|1県中郡二宮町二宮1038

佐賀市本庄町大字本庄1315-10

草津市矢倉169
目黒区自由が丘3612
船橋市本中山6141403
神戸市西区伊りII谷町池上4-2018

神戸市須磨区中落合41450101
上越市石橋21214
佐賀市松原4-225

大阪市旭区太子橋1323501
富山市八町4188

小金井市貫井北町1210
岡山市湊3963
千葉県印格郡栄町竜角寺台3156
北区田端1207
厚本市戸室12726

栃本県河内郡南河内町薬師寺32191
ダイヤパレス自治医大101

| :;:::::I:;::

03-3480-4364

0537-73-3651

0424-76-2771

011-873-0230

03-3264-9985

0559-62-1916

03-3682-3410

03-3645-8714

0568-62-5355

0245-49-4280

0463-77-3367

048-254-1053

03-3697-0882

0471-33-7515

0471-72-2688

0429-26-8253

0425-75-9176

0463-71-0544

0952-22-0019

0775-63-8768

03-3725-3368

0473-33-1488

078-792-9455

0255-43-1585

0952-22-3806

06-953-7391

0764-35-1295

0423-23-0976

086-277-7522

0476-95-3285

03-3821-7686

0462-24-2445
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名氏 一Ｔ 所住 TEL

子

枝

子

子

子

　

子

ヨ

敦

利

チ

集

広
　

幸

澤
地
野
川
椋
始
田

矢

宮

小

石

昔
同
輌
太

子

よ

子

代

恵

里萬

み

友

光

北

島

岡

本

坂

山

梅

大

山

登

くグループ〉
シニ ア ラ イフ
情 報 セ ンター

独 身 婦 人連 盟
鮒赫秋′課さわ子)

ぶ ど う の 会
(代表加藤尚子)

東 京労働 金庫

高齢化社会をよくす
る女性の会/大阪

399-31

465

020

346

248

849

162

241

785-01

132

112

690

145

545

長野県下伊那郡高森町上布田620

名古屋市名東区一社2「 22

盛岡市山岸41520
久喜市東51517
鎌倉市手広730、 3303

新宿区高田馬場43815
ライオンズマンション503 三尾方

佐賀市高木瀬東4丁 目711

新宿区若宮町33

横浜市旭区中希望が丘10915

須崎市浦ノ内東分3783

江戸川区平井68192F

渋谷区代々木1107
代々木伊藤ローヤルコーポ303

文京区小石川173 独身婦人連盟事務局

松江市大庭町299

千代田区神田駿河台2-5

大阪市阿倍野区北畠1-27-7 津村明子 (代表 )

0265-35-7738

052-703-8001

0196-61-9333

0467-32-7296

03-5389-7397

0952-30-5335

03-3260-7026

045-363-1629

0889-49-0714

03-3610-8403

03-5350-8491

03-3816-1605

0852-27-1107

06-621-8217

名氏 一Ｔ 所住 TEL

小 川 不見子
上 野 千鶴子
阿久津 澄 子
佐 野 房 子
新 留 みづえ
清 水 圭 子

中 島 紀恵子

子

子

え

子

子

子

代

す

慶

紀

や

和

幸

明

喜

田

田

林

鳴

野

葉

田

中

山

小

東

小

千

山

989-12

113

135

951

173

840

061-02

183

002

271

108

391

110

192

宮城県柴田郡村田町大字沼辺字新日の崎331

文京区本郷73-1 東京大学文学部社会学研究室
江東区永代226
新潟市関屋堀割町2-4201

板橋区仲町1-1211

佐賀市本庄町大字末次4541

北海道石狩郡当別町金沢1757
東 日本学園大学看護福祉学部

府中市押立町134-1、 3105

札幌市北区太平7条6丁 目229

松戸市下矢切76 メゾンドール506 イヽ林尚方
港区三田41935-106

茅野市ちの2544の 1

台東区谷中1131
八王子市久保山町1-20-72

0224-52-4617

03-3812-2111

03-3630-4520

03-5966-7824

0952-26-6293

01332-3-1211

0423-61-5391

011-772-5903

0473-65-2887

03-3440-1649

0266-72-7399

1993年4月 ～6月住所変更者
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